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過去の運動習慣が女子短大生の体組成、食生活へ及ぼす影響 
 






















を週２回、１回 30 分以上、１年以上継続している者）は、総数では 31.7 %であるが、20 歳代

















 平成 26 年６月。 
1.2．調査対象 






食物摂取頻度調査 FFQg Ver.3.5 調査表（建帛社）」を使用した。過去に運動習慣があった群を
「運動習慣あり」、なかった群を「運動習慣なし」として比較し、t 検定を行った。結果の解析
には SPSS Statistics 22 for windows（IBM 社）を用いた。有意水準は５%（両側検定）とした。 

















過去に運動習慣ありで 2.6、運動習慣なしで 4.5 と、どちらの群でも標準範囲（９以下６））に
は入っていたが有意な差が認められた。また、体内年齢は運動習慣ありで 19.5 歳、運動習慣な


























































































































































































学生は、運動習慣あり 44 %、運動習慣なし 20 %であり、運動習慣のあった学生に主食、主菜、
副菜を整えて食事をしようとする比率が多かった（図２－１）。 
 「多種類の食品を組み合わせて食べているか」への回答は、「いつもしている」と答えた学生
が、運動習慣あり 33 %、運動習慣なし 13 %であり、運動習慣のあった学生で多種類の食品を組
み合わせて食べようとしていることがわかった（図２－２）。 
 「調理方法が偏らないようにしているか」では、「いつもしている」学生が、運動習慣ありで
33 %、運動習慣なしで 13 %であり、同様に運動習慣のある学生でいつもしている人が多かった
（図２－３）。 
 「食事から必要な栄養素がとれているか」に関しては、「充分とれている」と答えた学生が運






















































運動習慣ありで 78 %、運動習慣なしで 33 %（図４－１）、「豆類や豆腐などの豆加工品を食べる
ように心がけているか？」では運動習慣ありで 33 %、運動習慣なしで０%（図４－２）、また「野
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